
JP 5472854 B2 2014.4.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を吸着・脱離する吸着剤を有する吸着式冷凍機における蒸気冷媒の流通を制御する
蒸気バルブであって、
　前記蒸気冷媒が存在する空間を形成するケーシング（２４）と、
　前記ケーシング（２４）の内部空間を２つの空間（２４１、２４２、２４３、２４４）
に区画するとともに、前記２つの空間（２４１～２４４）を連通させる連通口（２６１、
２６２、２６３、２６４）が設けられた区画部材（２６）と、
　前記連通口（２６１～２６４）を開閉する弁体（２７１、２７２、２７３、２７４）と
を備え、
　前記弁体（２７１～２７４）は、前記２つの空間（２４１～２４４）の圧力差に応じて
前記連通口（２６１～２６４）を開閉する板で構成され、
　前記区画部材（２６）には、水平方向に対して傾斜した板形状を有する傾斜板部が形成
され、
　前記連通口（２６１～２６４）は、前記傾斜板部の表裏を貫通する孔で構成されている
ことを特徴とする吸着式冷凍機用蒸気バルブ。
【請求項２】
　前記弁体（２７１～２７４）は、前記連通口（２６１～２６４）に対して重力方向上方
側に配置され、その一端部が前記傾斜板部のうち前記連通口（２６１～２６４）よりも重
力方向上方側の部位に固定されていることを特徴とする請求項１に記載の吸着式冷凍機用
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蒸気バルブ。
【請求項３】
　前記ケーシング（２４）には、前記２つの空間（２４１、２４２、２４３）のうち前記
傾斜板部に対して重力方向上方側に位置する空間（２４３）から液冷媒を流出させる液冷
媒流出口（２８）が、前記連通口（２６１、２６３）よりも重力方向下方側に形成されて
いることを特徴とする請求項１または２に記載の吸着式冷凍機用蒸気バルブ。
【請求項４】
　前記区画部材（２６）には、水平方向に対する角度が前記傾斜板部よりも垂直に近い垂
直板部が、前記傾斜板部の重力方向下方側に形成されていることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の吸着式冷凍機用蒸気バルブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷媒を吸着・脱離する吸着剤を有する吸着式冷凍機において、蒸気冷媒の流
通を制御する蒸気バルブに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の蒸気バルブが特許文献１、２に記載されている。特許文献１の蒸気バル
ブは、第１吸脱着器の内圧と第２吸脱着器の内圧との圧力差によって摺動するピストン弁
体を内部に有するシリンダ部を備え、圧力差に応じてピストン弁体が自動的に移動するこ
とによって蒸気通路の開閉が行われる。
【０００３】
　また、特許文献２の蒸気バルブは、弁口に対向する側が凸となるような曲面を有する殻
状の弁体を備え、弁口の前後の圧力差に応じて弁体が弁口と接触したり離間したりするこ
とによって蒸気通路の開閉が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第２００６／１３５０２６号
【特許文献２】特開２００２－２５７２５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、吸着式冷凍機は、小出力に対応した設備開発が求められている。そして、小出力
に対応した設備開発においては、吸着式冷凍機の体格を小型化することも重要な課題であ
る。
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１の従来技術では、蒸気バルブがピストン弁体およびシリ
ンダ部を備えているため、蒸気バルブの体格が大きくなってしまい、吸着式冷凍機を小型
化する際の障害となってしまう。
【０００７】
　上記特許文献２の従来技術では、圧力差に応じて殻状の弁体が弁口に対して接触・離間
するという構成であるので、上記特許文献１の従来技術と比較して蒸気バルブの体格を小
型化できるものの、蒸気冷媒の凝縮によって開閉作動に支障をきたすという問題がある。
すなわち、蒸気冷媒の凝縮により発生した液冷媒が弁体の凹部に滞留することで弁体の作
動に支障をきたすという問題がある。
【０００８】
　本発明は上記点に鑑みて、体格を小型化でき、かつ蒸気冷媒が凝縮しても開閉作動を良
好に行うことのできる吸着式冷凍機用蒸気バルブを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明では、蒸気冷媒が存在する空間を形成
するケーシング（２４）と、
　ケーシング（２４）の内部空間を２つの空間（２４１、２４２、２４３、２４４）に区
画するとともに、２つの空間（２４１～２４４）を連通させる連通口（２６１、２６２、
２６３、２６４）が設けられた区画部材（２６）と、
　連通口（２６１～２６４）を開閉する弁体（２７１、２７２、２７３、２７４）とを備
え、
　弁体（２７１～２７４）は、２つの空間（２４１～２４４）の圧力差に応じて連通口（
２６１～２６４）を開閉する板で構成され、
　区画部材（２６）には、水平方向に対して傾斜した板形状を有する傾斜板部が形成され
、
　連通口（２６１～２６４）は、傾斜板部の表裏を貫通する孔で構成されていることを特
徴とする。
【００１０】
　これによると、蒸気バルブを、連通口（２６１～２６４）が形成された区画部材（２６
）と、差圧によって連通口（２６１～２６４）を開閉する板状の弁体（２７１～２７４）
とで構成しているので、蒸気バルブの構成が非常に簡素である。このため、蒸気バルブの
体格を小型化できる。
【００１１】
　しかも、区画部材（２６）に、水平方向に対して傾斜した傾斜板部が形成され、連通口
（２６１～２６４）は、傾斜板部の表裏を貫通する孔で構成されているので、区画部材（
２６）の表面で蒸気冷媒が冷やされて凝縮しても、凝縮した液冷媒が傾斜板部を下方側へ
速やかに流下する。このため、凝縮した液冷媒が連通口（２６１～２６４）の周縁部や弁
体（２７１～２７４）上に滞留することを抑制できるので、蒸気冷媒が凝縮しても、弁体
（２７１～２７４）による連通口（２６１～２６４）の開閉作動を良好に行うことができ
る。
【００１２】
　請求項２に記載の発明では、請求項１に記載の吸着式冷凍機用蒸気バルブにおいて、弁
体（２７１～２７４）は、連通口（２６１～２６４）に対して重力方向上方側に配置され
、その一端部が傾斜板部のうち連通口（２６１～２６４）よりも重力方向上方側の部位に
固定されていることを特徴とする。
【００１３】
　これにより、傾斜板部における液冷媒の流下が弁体（２７１～２７４）によって妨げら
れることを抑制できるので、凝縮した液冷媒が連通口（２６１～２６４）の周縁部や弁体
（２７１～２７４）上に滞留することを一層抑制できる。このため、蒸気冷媒が凝縮して
も、弁体（２７１～２７４）による連通口（２６１～２６４）の開閉作動を一層良好に行
うことができる。
【００１４】
　請求項３に記載の発明では、請求項１または２に記載の吸着式冷凍機用蒸気バルブにお
いて、ケーシング（２４）には、２つの空間（２４１、２４２、２４３）のうち傾斜板部
に対して重力方向上方側に位置する空間（２４３）から液冷媒を流出させる液冷媒流出口
（２８）が、連通口（２６１、２６３）よりも重力方向下方側に形成されていることを特
徴とする。
【００１５】
　これによると、傾斜板部を流下した液冷媒が液冷媒流出口（２８）から流出するので、
凝縮した液冷媒が連通口（２６１、２６３）の周縁部や弁体（２７１、２７３）上に滞留
することを一層抑制できる。このため、蒸気冷媒が凝縮しても、弁体（２７１、２７３）
による連通口（２６１、２６３）の開閉作動を一層良好に行うことができる。
【００１６】
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　請求項４に記載の発明では、請求項１または２に記載の吸着式冷凍機用蒸気バルブにお
いて、区画部材（２６）には、水平方向に対する角度が傾斜板部よりも垂直に近い垂直板
部が、傾斜板部の重力方向下方側に形成されていることを特徴とする。
【００１７】
　これによると、傾斜板部を流下した液冷媒が、垂直板部によって区画される空間、すな
わち連通口（２６２、２６４）の下方側に位置する空間に溜まることとなるので、凝縮し
た液冷媒が連通口（２６２、２６４）の周縁部や弁体（２７２、２７４）上に滞留するこ
とを一層抑制できる。このため、蒸気冷媒が凝縮しても、弁体（２７２、２７４）による
連通口（２６２、２６４）の開閉作動を一層良好に行うことができる。
【００１８】
　なお、この欄および特許請求の範囲で記載した各手段の括弧内の符号は、後述する実施
形態に記載の具体的手段との対応関係を示すものである。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第１実施形態における吸着式冷凍機の全体構成図であり、第１の作動状
態を示している。
【図２】冷凍機ユニットの斜視図である。
【図３】図２の冷凍機ユニットの断面図であり、第１の作動状態を示している。
【図４】本発明の第１実施形態における吸着式冷凍機の全体構成図であり、第２の作動状
態を示している。
【図５】図２の冷凍機ユニットの断面図であり、第２の作動状態を示している。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の一実施形態について図１～図５に基づいて説明する。図１は本実施形態におけ
る吸着式冷凍機を示す全体構成図である。吸着式冷凍機は、第１、第２の２つの吸着器１
１、１２、凝縮器１３および蒸発器１４を備えている。
【００２１】
　第１、第２吸着器１１、１２の内部には第１熱媒体（本実施形態では水）が流通する。
、第１、第２吸着器１１、１２の表面には、冷媒を吸着・脱離する吸着剤が保持されてい
る。
【００２２】
　第１、第２吸着器１１、１２の内部に流通する第１熱媒体としては、熱源１５で加熱さ
れた高温熱媒体と、室外器１６で冷却された低温熱媒体とを切り替え可能になっている。
室外器１６は、熱媒体と室外空気とを熱交換させて第１熱媒体を冷却する放熱用熱交換器
である。
【００２３】
　第１、第２吸着器１１、１２の内部に低温熱媒体が流通している場合には、吸着剤は蒸
気冷媒を吸着する。第１、第２吸着器１１、１２の内部に高温熱媒体が流通している場合
には、吸着剤は冷媒を脱離する。吸着剤としては、ゼオライトやシリカゲル等を用いるこ
とができる。
【００２４】
　凝縮器１３は、室外器１６で冷却された第１熱媒体と、第１、第２吸着器１１、１２の
いずれか一方で脱離した蒸気冷媒（本実施形態では水蒸気）とを熱交換させて蒸気冷媒を
凝縮させる。
【００２５】
　蒸発器１４は、凝縮器１３で凝縮した液冷媒（本実施形態では水）と室内器１７からの
第２熱媒体（本実施形態では水）とを熱交換させて液冷媒を蒸発させる。蒸発器１４で蒸
発した蒸気冷媒は、第１、第２吸着器１１、１２のいずれか一方に吸着される。室内器１
７は、蒸発器１４で吸熱された第２熱媒体と室内空気とを熱交換させて室内空気を冷却す
る冷却用熱交換器である。
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【００２６】
　第１、第２吸着器１１、１２、凝縮器１３および蒸発器１４の間の蒸気冷媒の流通は、
蒸気バルブ１８によって制御される。
【００２７】
　図１中、ポンプ１９、２０は第１熱媒体を循環させるものであり、ポンプ２１は第２熱
媒体を循環させるものである。切換弁２２、２３は第１熱媒体の循環経路を切り換えるも
のである。
【００２８】
　図２、図３に示すように、第１、第２吸着器１１、１２、凝縮器１３、蒸発器１４およ
び蒸気バルブ１８は、ケーシング２４内に収容されて１つの冷凍機ユニット２５を構成し
ている。図２は、冷凍機ユニット２５の内部を一部透視して示す斜視図であり、図３は冷
凍機ユニット２５の断面図である。図２、図３中、上下の矢印は、冷凍機ユニット２５の
設置状態における上下方向（重力方向）を示している。
【００２９】
　ケーシング２４は、直方体状の外形を有しており、内部が気密状態に保たれた状態で冷
媒が封入されている。ケーシング２４の内部には、直方体状の内部空間を上下左右の４つ
の空間２４１～２４４に区画する区画部材２６が設けられている。
【００３０】
　左側空間２４１の上部および下部には第１吸着器１２が収容されている。同様に、右側
空間２４２の上部および下部には第２吸着器１３が収容されている。上側空間２４３の上
部には凝縮器１３が収容され、下側空間２４４の下部には蒸発器１４が収容されている。
【００３１】
　区画部材２６は、複数の板部を組み合わせて構成されている。より具体的には、区画部
材２６のうち、上側空間２４３を他の３つの空間２４１、２４２、２４４に対して区画す
る部位であって、凝縮器１３の下方側に位置する部位は、左方側から左右方向中央側に向
かうにつれて下方側に傾斜する傾斜板部と、右方側から左右方向中央側に向かうにつれて
下方側に傾斜する傾斜板部とをＶ字状に組み合わせて構成されている。
【００３２】
　また、区画部材２６のうち、左側空間２４１と下側空間２４４とを区画する部位であっ
て、蒸発器１４の上方側に位置する部位は、左右方向中央側から左方側に向かうにつれて
下方側に傾斜する傾斜板部で構成されている。この傾斜板部の下方側部位は、水平方向に
対して垂直に延びる垂直板部で構成されている。
【００３３】
　同様に、区画部材２６のうち、右側空間２４２と下側空間２４４とを区画する部位であ
って、蒸発器１４の上方側に位置する部位は、左右方向中央側から右方側に向かうにつれ
て下方側に傾斜する傾斜板部で構成されている。この傾斜板部の下方側部位は、水平方向
に対して垂直に延びる垂直板部で構成されている。
【００３４】
　本実施形態では、上述の傾斜板部はいずれも平板形状を有しているが、平板形状に限定
されるものではなく、断面円弧状の曲板や、微小な凹凸のある平板等の種々の板形状を有
していてもよい。また、垂直板部は、必ずしも水平方向に対して垂直に延びている必要は
なく、水平方向に対する角度が傾斜板部よりも垂直に近くなっていればよい。
【００３５】
　上述の傾斜板部には、左側空間２４１と上側空間２４３とを連通する連通口２６１、左
側空間２４１と下側空間２４４とを連通する連通口２６２、右側空間２４２と上側空間２
４３とを連通する連通口２６３、および右側空間２４２と下側空間２４４とを連通する連
通口２６４が形成されている。
【００３６】
　これら連通口２６１～２６４は、傾斜板部の表裏を貫通する孔で構成されており、図１
の蒸気バルブ１８の弁口の役割を果たす。本実施形態では、連通口２６１～２６４は矩形
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状に多数個ずつ形成されている。
【００３７】
　蒸気バルブ１８の弁体、すなわち連通口２６１～２６４を開閉する弁体２７１、２７２
、２７３、２７４は、区画部材２６に設けられた板によって構成されている。弁体２７１
、２７２、２７３、２７４は、連通口２６１～２６４の前後の差圧によって連通口２６１
～２６４を自動開閉するリード弁状の部材であり、その一端部が区画部材２６に固定され
ている。
【００３８】
　弁体２７１～２７４の材料としては、ポリカーボネート樹脂等を用いることができる。
弁体２７１～２７４の材料として、シリコンゴム、フッ素ゴム、ウレタン等の弾性材料を
用いれば、連通口２６１～２６４の周縁部に対する弁体２７１～２７４の密着性を高める
ことができて好ましい。また、弁体２７１～２７４を薄い金属板等の弾性体で構成しても
よい。本実施形態では、弁体２７１～２７４は矩形状に形成されている。
【００３９】
　弁体２７１～２７４の重量は、区画部材２６の傾斜角度と圧力差とによって決定される
。これにより、弁体２７１～２７４は、連通口２６１～２６４の前後の圧力差に応じて連
通口２６１～２６４の周縁部に対して密着したり離間したりする。
【００４０】
　連通口２６１を開閉する弁体２７１は、区画部材２６の傾斜板部に対して上側空間２４
３側に配置され、その一辺が連通口２６１の上縁側にて区画部材２６の傾斜板部に固定さ
れている。これにより、弁体２７１は、左側空間２４１の内圧が上側空間２４３の内圧よ
りも高い場合に連通口２６１を開放し、それ以外の場合には連通口２６１を閉塞する。
【００４１】
　連通口２６２を開閉する弁体２７２は、区画部材２６の傾斜板部に対して左側空間２４
１側に配置され、その一辺が連通口２６２の上縁側にて区画部材２６の傾斜板部に固定さ
れている。これにより、弁体２７２は、下側空間２４４の内圧が左側空間２４１の内圧よ
りも高い場合に連通口２６２を開放し、それ以外の場合には連通口２６２を閉塞する。
【００４２】
　連通口２６３を開閉する弁体２７３は、区画部材２６の傾斜板部に対して上側空間２４
３側に配置され、その一辺が連通口２６３の上縁側にて区画部材２６の傾斜板部に固定さ
れている。これにより、弁体２７３は、右側空間２４２の内圧が上側空間２４３の内圧よ
りも高い場合に連通口２６３を開放し、それ以外の場合には連通口２６３を閉塞する。
【００４３】
　連通口２６４を開閉する弁体２７４は、区画部材２６の傾斜板部に対して右側空間２４
２側に配置され、その一辺が連通口２６４の上縁側にて区画部材２６の傾斜板部に固定さ
れている。これにより、弁体２７４は、下側空間２４４の内圧が右側空間２４２の内圧よ
りも高い場合に連通口２６４を開放し、それ以外の場合には連通口２６４を閉塞する。
【００４４】
　ケーシング２４のうち上側空間２４３の最下部に位置する壁面には、凝縮器１３で凝縮
した液冷媒を流出させる液冷媒流出口２８が形成されている。ケーシング２４のうち下側
空間２４４に位置する壁面には、液冷媒流出口２８からの液冷媒を下側空間２４４に流入
させる液冷媒流入口２９が形成されている。液冷媒流出口２８および液冷媒流入口２９に
は、ケーシング２４の外部に配置された液冷媒配管３０が接続されている。
【００４５】
　図示を省略しているが、ケーシング２４には、第１、第２吸着器１１、１２および凝縮
器１３に第１熱媒体を流入出させる配管、ならびに蒸発器１４に第２熱媒体を流入出させ
る配管をケーシング２４の外部に引き出すための配管引出孔が形成されている。
【００４６】
　次に、上記構成における作動を説明する。まず切換弁２２、２３を図１に示すように作
動させて、熱源１５と第１吸着器１２との間に高温の第１熱媒体を循環させるとともに、
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室外器１６と第２吸着器１３および凝縮器１３との間に低温の第１熱媒体を循環させる。
【００４７】
　これにより、第１吸着器１２が、吸着していた冷媒を脱離する脱離行程となり、第２吸
着器１３が、蒸気冷媒を吸着する吸着行程となるので、第１吸着器１２では吸着剤の再生
が行われ、第２吸着器１３で発生した冷凍能力により室内に吹き出す空気が冷却される。
【００４８】
　このとき、冷凍機ユニット２５において、第１吸着器１２からの冷媒の脱離によって、
第１吸着器１２が収容された左側空間２４１の内圧が上昇するので、弁体２７１が連通口
２６１を開放する。これにより、第１吸着器１２から脱離した蒸気冷媒が左側空間２４１
から上側空間２４３へと流れて凝縮器１３で凝縮される。
【００４９】
　凝縮器１３で凝縮された液冷媒は区画部材２６の傾斜板部に落下し、区画部材２６の傾
斜板部に沿って上側空間２４３の最下部に流下し、液冷媒流出口２８、液冷媒配管３０お
よび液冷媒流入口２９を通じて下側空間２４４に流入する。下側空間２４４に流入した液
冷媒は、蒸発器１４で蒸発する。
【００５０】
　そして、蒸発器１４による液冷媒の蒸発によって、蒸発器１４が収容された下側空間２
４４の内圧が上昇するので、弁体２７４が連通口２６４を開放する。これにより、蒸発器
１４で蒸発した蒸気冷媒が下側空間２４４から右側空間２４２へと流れて第２吸着器１３
で吸着される。
【００５１】
　なお、下側空間２４４の内圧は左側空間２４１の内圧よりも低いので、連通口２６２は
弁体２７２によって閉塞される。また、右側空間２４２の内圧は上側空間２４３の内圧よ
りも低いので、連通口２６３は弁体２７３によって閉塞される。
【００５２】
　そして、この状態（第１の作動状態）で所定時間が経過したときに、切換弁２２、２３
を図４に示すように作動させて、熱源１５と第２吸着器１３との間に高温の第１熱媒を循
環させるとともに、室外器１６と第１吸着器１２および凝縮器１３との間に低温の第１熱
媒体を循環させる。
【００５３】
　これにより、第１吸着器１２が吸着行程となり、第２吸着器１３が脱離行程となるので
、第１吸着器１２で発生した冷凍能力により空調風が冷却され、第２吸着器１３にて吸着
剤の再生が行われる。
【００５４】
　このとき、冷凍機ユニット２５において、第２吸着器１３からの冷媒の脱離によって、
第２吸着器１３が収容された右側空間２４２の内圧が上昇するので、図５のように弁体２
７３が連通口２６３を開放する。これにより、第２吸着器１３から脱離した蒸気冷媒が右
側空間２４２から上側空間２４３へと流れて凝縮器１３で凝縮される。
【００５５】
　凝縮器１３で凝縮された液冷媒は区画部材２６の傾斜板部に落下し、区画部材２６の傾
斜板部に沿って上側空間２４３の最下部に流下し、液冷媒流出口２８、液冷媒配管３０お
よび液冷媒流入口２９を通じて下側空間２４４に流入する。下側空間２４４に流入した液
冷媒は、蒸発器１４で蒸発する。
【００５６】
　そして、蒸発器１４による液冷媒の蒸発によって、蒸発器１４が収容された下側空間２
４４の内圧が上昇するので、弁体２７２が連通口２６２を開放する。これにより、蒸発器
１４で蒸発した蒸気冷媒が下側空間２４４から左側空間２４１へと流れて第１吸着器１２
で吸着される。
【００５７】
　なお、下側空間２４４の内圧は右側空間２４２の内圧よりも低いので、連通口２６４は
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弁体２７４によって閉塞される。また、左側空間２４２の内圧は上側空間２４３の内圧よ
りも低いので、連通口２６１は弁体２７１によって閉塞される。
【００５８】
　そして、この状態（第２の作動状態）で所定時間が経過したとき、切換弁２２、２３を
作動させて再び図１の状態（第１の作動状態）とする。このように、図１、図３の第１の
作動状態と図４、図５の第２の作動状態とを所定時間毎に交互に繰り返して、吸着式冷凍
機を連続的に稼働させる。
【００５９】
　なお、所定時間は、ケーシング２４内に存在する液冷媒の残量や、第１、第２吸着器１
２の吸着剤の吸着能力等に基づいて適宜選定されるものである。
【００６０】
　本実施形態によると、蒸気バルブ１８が、連通口２６１～２６４が形成された区画部材
２６と、差圧によって連通口２６１～２６４を開閉する板状の弁体２７１～２７４とで構
成されていて、極めて簡素になっている。このため、蒸気バルブ１８の体格を小型化でき
、ひいては吸着式冷凍機を小型化することが可能になる。
【００６１】
　しかも、連通口２６１～２６４は区画部材２６のうち水平方向に対して傾斜した傾斜平
面部に形成されているので、区画部材２６の表面で蒸気冷媒が冷やされて凝縮しても、凝
縮した液冷媒が区画部材２６の傾斜板部を下方側へ速やかに流下するので、凝縮した液冷
媒が連通口２６１～２６４の周縁部や弁体２７１～２７４上に滞留することを抑制できる
。このため、蒸気冷媒が凝縮しても、弁体２７１～２７４による連通口２６１～２６４の
開閉作動を支障なく良好に行うことができる。
【００６２】
　さらに、弁体２７１～２７４は、連通口２６１～２６４に対して重力方向上方側に配置
され、その一端部が区画部材２６の傾斜板部のうち連通口２６１～２６４よりも重力方向
上方側の部位に固定されているので、傾斜板部における液冷媒の流下が弁体２７１～２７
４によって妨げられることを抑制できる。
【００６３】
　このため、凝縮した液冷媒が連通口２６１～２６４の周縁部や弁体２７１～２７４上に
滞留することを一層抑制できるので、蒸気冷媒が凝縮しても、弁体２７１～２７４による
連通口２６１～２６４の開閉作動を一層良好に行うことができる。
【００６４】
　また、上側空間２４３において、区画部材２６の傾斜板部を流下した液冷媒は、上側空
間２４３の最下部に位置する液冷媒流出口２８から流出するので、凝縮した液冷媒が連通
口２６１、２６３の周縁部や弁体２７１、２７３上に滞留することを一層抑制できる。こ
のため、蒸気冷媒が凝縮しても、弁体２７１、２７３による連通口２６１、２６３の開閉
作動を一層良好に行うことができる。
【００６５】
　また、区画部材２６のうち連通口２６２、２６４が形成された傾斜板部の下方側部位は
、水平方向に対して垂直に延びる垂直板部で構成されているので、左側空間２４１、右側
空間２４２において区画部材２６の傾斜板部を流下した液冷媒は、垂直板部によって区画
される空間、すなわち連通口２６２、２６４の下方側に位置する空間に溜まることとなる
。このため、凝縮した液冷媒が連通口２６２、２６４の周縁部や弁体２７２、２７４上に
滞留することを一層抑制できるので、蒸気冷媒が凝縮しても、弁体２７２、２７４による
連通口２６２、２６４の開閉作動を一層良好に行うことができる。
【００６６】
　（他の実施形態）
　なお、上記一実施形態では、連通口２６１～２６４が矩形状に形成されているが、連通
口２６１～２６４は円形状に形成されていてもよい。
【００６７】
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　また、上記一実施形態では、弁体２７１～２７４は、連通口２６１～２６４に対して重
力方向上方側に配置されているが、弁体２７１～２７４は、連通口２６１～２６４に対し
て重力方向下方側に配置されていてもよい。
【００６８】
　ただし、このような配置を採用する場合には、上記一実施形態に対して区画部材２６の
傾斜板部の傾斜方向を逆にする必要がある。例えば、区画部材２６のうち連通口２６１が
形成された傾斜板部を左右方向中央側から左方側に向かうにつれて下方側に傾斜する形状
にすれば、弁体２７１を連通口２６１に対して重力方向下方側に配置することで上記一実
施形態と同様の開閉作動が可能となる。
【００６９】
　また、上記一実施形態では、板状の弁体２７１～２７４は、その一端部が区画部材２６
のうち連通口２６１よりも重力方向上方側の部位に固定されているが、弁体２７１～２７
４は、その一端部が区画部材２６のうち連通口２６１よりも重力方向下方側の部位に固定
されていてもよい。
【００７０】
　また、上記一実施形態では、第１、第２吸着器１１、１２、凝縮器１３、蒸発器１４お
よび蒸気バルブ１８は、ケーシング２４内に収容されて１つの冷凍機ユニット２５を構成
しているが、第１、第２吸着器１１、１２、凝縮器１３、蒸発器１４および蒸気バルブ１
８を別々のケーシング内に収容して冷媒配管で接続する構成を採用してもよい。
【符号の説明】
【００７１】
　１１、１２　　　吸着器
　１３　　　　　　凝縮器
　１４　　　　　　蒸発器
　１８　　　　　　蒸気バルブ
　２４　　　　　　ケーシング
　２４１　　　　　左側空間
　２４２　　　　　右側空間
　２４３　　　　　上側空間
　２４４　　　　　下側空間
　２６　　　　　　区画部材
　２６１～２６４　連通口
　２７１～２７４　弁体
　２８　　　　　　冷媒流出口
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